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羽村西小学校で行われた ICT機器を活用した外国語活動の様子です。
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【
問
合
せ
】図
書
館　
☎
５
５
４-

２
２
８
０

　

図
書
館
で
は
、「
学
校
お
は
な
し
会
」

や
「
図
書
館
見
学
」
等
の
事
業
を
通
し

て
小
学
校
と
連
携
を
図
り
、
読
書
の
素

晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
る
ほ
か
、「
学

校
図
書
館
シ
ス
テ
ム
」
を
利
用
す
る
こ

と
で
図
書
館
と
学
校
図
書
館
が
連
携

し
、
よ
り
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
児
童
書

を
図
書
館
か
ら
学
校
図
書
館
へ
提
供
す

る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
を

応
援
し
て
い
ま
す
。

　
『
令
和
元
年
度　
文
部
科
学
白
書
』
に

は
、
読
書
と
は
、「
言
葉
を
学
び
、
感

性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高
め
、
創
造
力

を
豊
か
な
も
の
に
し
、
人
生
を
よ
り
深

く
生
き
る
力
を
身
に
付
け
る
上
で
欠
か

せ
な
い
も
の
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま

す
。
読
書
に
よ
り
そ
の
力
を
身
に
付
け

る
こ
と
で
、
将
来
に
お
け
る
問
題
解
決

能
力
を
養
う
手
段
の
ひ
と
つ
に
も
な
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
本
を
読
む
子
ど
も
が

全
国
的
に
み
る
と
減
少
傾
向
に
あ
り
、

以
下
の
よ
う
な
現
状
が
あ
り
ま
す
。

図
書
館
の
取
組

　
図
書
館
で
は
、
中
高
生
の
読
書
離
れ
を
防

ぐ
た
め
、
Ｙ
Ａ
（
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
）
担
当

が
定
期
的
に
読
書
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
ヤ
ン
グ

ス
ク
ラ
ッ
チ
」
を
発
行
し
、
市
内
中
学
校
と

羽
村
高
校
の
全
生
徒
配
布
を
行
っ
て
い
ま

す
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
本
を
保
護
者
の
方
が

読
ん
で
、
お
子
さ
ん
に
お
す
す
め
し
て
み
る

の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

読
書
好
き
な
子
ど
も
に
な
る
に
は
周
囲
の
環

境
が
大
事
！

　
不
読
率
を
減
ら
す
に
は
、
子
ど
も
た
ち
に

本
を
読
ん
で
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

東
京
都
教
育
委
員
会
の
「
令
和
元
年
度　

児
童
・
生
徒
の
読
書
状
況
調
査
」
に
よ
る
と
、

本
を
読
ん
で
い
る
児
童
・
生
徒
は
、
身
近
な

人
と
本
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
い
る
割
合
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
日
新
聞
社
が
行
っ
た
「
読
書
世

論
調
査
」
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
大

人
に
絵
本
を
読
ん
で
も
ら
っ
た
経
験
が
豊
富

な
人
と
そ
の
経
験
に
乏
し
い
人
で
は
、
そ
の

当
時
「
大
好
き
な
絵
本
」
が
あ
っ
た
と
答
え

た
人
の
割
合
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
身
近

な
家
庭
や
学
校
、
図
書
館
の
役
割
は
大
き
な

意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

※�

参
考
文
献

　
『
令
和
元
年
度　
文
部
科
学
白
書
』

　
文
部
科
学
省

　

�『
令
和
元
年
度　

児
童
・
生
徒
の
読

書
状
況
調
査
等
の
結
果
に
つ
い
て

〈
概
要
版
〉』
東
京
都
教
育
委
員
会

　

�『
読
書
世
論
調
査
２
０
２
０
年
版
』

毎
日
新
聞
社

▲�読書パンフレット「ヤングスクラッチ」

本
を
読
ま
な
い
子
ど
も
は
ど
れ
く
ら
い
？

　

１
か
月
の
う
ち
１
冊
も
本
を
読
ま
な
い
児

童
・
生
徒
の
割
合
（
不
読
率
）
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。

　
国
の
目
標
で
は
、
令
和
４
年
度
の
不
読

率
を
、
小
学
生
で
２
％
以
下
、
中
学
生
で

８
％
以
下
、
高
校
生
で
26
％
以
下
と
し
て

い
ま
す
。

　
調
査
結
果
を
見
る
と
い
ず
れ
も
目
標
達

成
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

学校図書調査より（全国学校図書館協議会）

子
ど
も

子
ど
も
のの
読
書
離
れ

読
書
離
れ
をを
な
く
そ
う

な
く
そ
う

H25 H27 H29 R1

小学生 5.3% 4.8% 5.6% 6.8%

中学生 16.9% 13.4% 15.0% 12.5%

高校生 45.0% 51.9% 50.4% 55.3%

１か月間に１冊も本を読まない児童・生徒の割合

年度
学年
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毎
年
十
一
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週

間
は
「
文
化
財
保
護
強
調
週
間
」
で
す
。
こ

の
期
間
は
文
化
財
に
親
し
む
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
都
内
各
地
で
特
別
展
や
文
化

財
の
公
開
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
郷
土
博
物
館
で
も
、
埋
蔵
文
化
財
や
発
掘

調
査
の
成
果
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し

て
、
特
別
展
※「
土ド

器キ

ッ
と
羽
村
―
縄
文
時

代
の
く
ら
し
―
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
別
展
の
テ
ー
マ
に
も
な
っ
て
い

る
「
縄
文
土
器
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　

縄
文
土
器
の
「
縄
文
」
と
は
、
土
器
に

つ
い
て
い
る
縄
目
の
文
様
の
こ
と
で
す
。

一
八
七
七
年
に
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｓ
・
モ
ー
ス

と
い
う
ア
メ
リ
カ
人
の
学
者
が
、
現
品
川
区

の
大
森
貝
塚
と
い
う
遺
跡
を
発
見
し
、
調
査

し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
の
報
告
書
で｢

縄
の

跡
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
が
使
わ
れ
、
の
ち

に「
縄
文
」と
和
訳
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
が「
縄

文
時
代
」
と
い
う
、
時
代
区
分
そ
の
も
の
を

表
す
言
葉
に
も
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う

な
経
緯
か
ら
、
文
様
が
無
い
も
の
や
、
縄
文

以
外
の
文
様
が
付
い
て
い
る
も
の
で
も
、
縄

文
時
代
に
作
ら
れ
た
土
器
と
い
う
意
味
で
縄

文
土
器
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
写
真
①
～
④
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
文

様
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
縄
文
土
器
の
魅
力

の
一
つ
で
す
。
こ
の
文
様
は
何
の
た
め
に
つ

け
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
実
際
に
土
器
の

魅
力
に
触
れ
て
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
特
別
展
の
会
場
で
は
、
本
物
の
土
器
片
に

実
際
に
触
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
来
館
の

際
は
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
、
重
さ
や
質
感
を

感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

①縄文 ②刺
し
突
とつ
文
もん

③連続爪
つめ
形
がた
文
もん

④平行沈
ちん
線
せん
＋蛇

だ
行
こ う
隆
りゅう
帯
た い

縄
文
土
器
の
魅
力

縄
文
土
器
の
魅
力

縄文土器の文様

【
問
合
せ
】郷
土
博
物
館　
☎
５
５
８-

２
５
６
１

▲�展示のようす

※…特別展「土
ド
器
キ
ッと羽村―縄文時代のくらし―」は12月19日㈰まで郷土博物館で開催中です！！
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【
問
合
せ
】ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　
☎
５
５
５-

０
０
３
３

�絵
本
作
家　
あ
ず
み
虫
原
画
展

　

金
属
板
を
切
っ
て
絵
の
具
で
着

彩
す
る
独
特
な
技
法
を
用
い
て
絵

本
・
書
籍
・
広
告
な
ど
の
分
野
で

活
躍
し
て
い
る
あ
ず
み
虫
さ
ん
の

原
画
展
を
開
催
し
ま
す
。「
お
べ
ん

と
う　

だ
れ
と　

た
べ
る
？
」「
つ

る
か
め　

つ
る
か
め
」な
ど
の
絵
本

原
画
や
装
丁（
本
の
カ
バ
ー
）原
画

を
展
示
し
ま
す
。

　
「
つ
る
か
め　

つ
る
か
め
」は
、

不
安
な
気
持
ち
を
抱
え
な
が
ら
過

ご
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を「
お
ま

じ
な
い
」で
勇
気
づ
け
る
た
め
に
作

ら
れ
た
絵
本
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
今

に
ぴ
っ
た
り
の
作
品
で
す
。
ぜ
ひ

会
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日�

時
：
12
月
８
日
㈬
～
19
日
㈰
10
時

～
17
時（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

※
12
月
13
日
㈪

　
は
休
館

会
場
：
展
示
室

入
場
料
：
無
料

児
童
文
学
講
演
会

「
絵
本
作
家
あ
ず
み
虫
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
」

日
時
：�

12
月
18
日
㈯�

14
時
～�

16
時

会
場
：
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

定
員
：�

40
名
（
先
着
順
）

申�

込
：
12
月
１
日
㈬（
市
外
在
住
の

方
は
12
月
４
日
㈯
）か
ら
羽
村
市

図
書
館（
☎
５
５
４-

２
２
８
０
）に

�

発
見
す
る
こ
と
で
、
日
常
生
活
が

よ
り
楽
し
く
豊
か
に
な
る
よ
う
な

空
間
を
設
け
ま
し
た
。

　
「
ゆ
と
ろ
ぎ
美
術
園
」
で
は
、
武

蔵
野
美
術
大
学
学
生
や
教
員
の
作

品
や
、
活
動
を
紹
介
す
る
常
設
展

示
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
将
来

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
美
大
生
や

現
役
の
美
大
教
員
の
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

場
所
：
ゆ
と
ろ
ぎ
１
階
ロ
ビ
ー

国
立
音
楽
大
学
と
連
携
し
た
取
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す

　

こ
れ
ま
で
も
羽
村
市
教
育
委
員

会
共
催
事
業
で
の
演
奏
会
や
、
小

学
生
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
鑑
賞
教
室

な
ど
で
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
国

立
音
楽
大
学
と
、
９
月
10
日
に
「
羽

村
市
と
国
立
音
楽
大
学
と
の
連
携

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
協
定
締
結
を
機
に
、
芸

術
鑑
賞
事
業
を
は
じ
め
地
域
の
教

育
・
芸
術
振
興
の
た
め
の
各
種
事

業
で
連
携
し
、

活
力
の
あ
る

地
域
社
会
の
創

造
、
人
材
の
育

成
な
ど
、
市
の

発
展
に
向
け
た

取
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
始
め
ま
せ
ん
か
？
」

▲�「おべんとう　だ
れと　たべる？」
（福音館書店）▲�昨年度の展覧会の様子

▲締結式の様子

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
か
ら

【
問
合
せ
】生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ　
　
　

　
　
　
　
☎
５
７
０-

０
７
０
７

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
は
、
９
月
５
日
で
閉
会
し
ま
し
た
。
歴
代
最
多
の
メ
ダ
ル
を

獲
得
す
る
な
ど
、
日
本
選
手
団
の
活
躍
に
よ
り
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
１
年
延
期
と
な
り
、
５
年
間
を

こ
の
大
会
に
か
け
た
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
の
勇
姿
は
、
観
て
い
る

私
た
ち
に
も
勇
気
や
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
感
動
が
冷
め
て
し
ま
う
前
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
？
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
誰
で
も
・
い
つ
で
も
・

ど
こ
で
で
も
始
め
ら
れ
る
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
る
に
は
、
専
用
の
シ
ュ
ー
ズ
や
ウ
エ

ア
を
準
備
し
ま
す
が
、
動
き
や
す
い
服
装
や
普
段
履
い
て
い
る

靴
と
歩
く
た
め
の
道
が
あ
れ
ば
誰
で
も
手
軽
に
始
め
ら
れ
る
の

が
魅
力
で
す
。
ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
生
活
習
慣
病
予
防

や
心
肺
機
能
の
向
上
、
肥
満
予
防
や
ス
ト
レ
ス
解
消
と
い
っ
た

効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

気
持
ち
が
先
走
り
、
身
体
が
追
い
つ
か
ず
ケ
ガ
を
す
る
事
を

防
ぐ
た
め
に
羽
村
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
が
監
修
・
作

成
し
た
「
羽
村
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
」
を
活
用
し
、
知
識

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
に
は
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
効
果
や
理
想
の
フ
ォ
ー
ム
、
靴
の
選
び
方
や
履
き
方
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
前
後
の
注
意
書
き
が
あ
り
、
初
心
者
で
も
安
心

し
て
始
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
に
は
５
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
り
、
体
力
に
合
わ
せ

て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
き
ま
す
。
体
力
に
自
信
が
つ
い
た
ら
、コ
ー

ス
を
は
し
ご
し
て
距
離
を
延
ば
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

秋
の
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

（「
羽
村
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ

プ
」
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
で

配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
公
式
サ

イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

▲

「
つ
る
か
め　
つ
る
か
め
」

　
（
中
脇
初
枝・文
）

　
　
　
あ
す
な
ろ
書
房

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
か
ら
の
お
知
ら
せ

電
話
ま
た
は
窓
口
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

武
蔵
野
美
術
大
学
協
同
企
画
羽
村

ゆ
と
ろ
ぎ 

ア
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
２
１　
展
覧
会

　

今
年
度
も
武
蔵
野
美
術
大
学
芸

術
文
化
学
科
と
の
展
覧
会
を
実
施

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

日�

時
：
12
月
22
日
㈬
～
１
月
６
日

㈭
10
時
～
17
時

※�

12
月
27
日
㈪
、

　
12
月
29
日
㈬

　
〜
１
月
３
日

　
㈪
は
休
館

会
場
：
展
示
室

入
場
料
：
無
料

美
大
生
の
活
動
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

ゆ
と
ろ
ぎ
美
術
園

―
ム
サ
ビ
芸
文 

ア
ー
ト
の
日
常
実
験
室
― 

　

武
蔵
野
美
術
大
学
芸
術
文
化
学

科
と
連
携
し
、
ゆ
と
ろ
ぎ
に
来
館

す
る
方
が
、
い
つ
で
も
気
軽
に
美

術
作
品
や
ア
ー
ト
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
見
出

さ
れ
る
地
域
の
多
面
的
な
魅
力
を
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�図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】図
書
館　
☎
５
５
４-

２
２
８
０

　

図
書
館
で
は
読
書
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開

催
中
で
す
。

　

読
書
マ
ラ
ソ
ン
と
は
、
図
書
館
の
資
料

を
借
り
た
際
に
、
期
間
中
の
貸
出
点
数
が

累
計
で
記
録
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
大
会
期
間
中
に
目
標
点
数
30
点（
雑

誌
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
含
む
）を
達
成
し
た
方

に
は
、
市
制
施
行
30
周
年
記
念
し
お
り
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

期
間
：
令
和
４
年
１
月
16
日
㈰
ま
で

参�

加
資
格
：
図
書
館
の
利
用
者
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
方

参�

加
方
法
：
館
内
の
お
知
ら
せ
・
図
書
館

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

羽
村
市
読
書
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
中

市
制
施
行
30
周
年
記
念

「
シ
リ
ー
ズ　
読
ん
で
学
ぶ
羽
村
市
③
」

　

図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
る
本
の
中
で
、

羽
村
市
に
関
係
す
る
お
す
す
め
の
本
を
紹

介
し
ま
す
。

　
今
回
は
中
里
介
山
に
関
す
る
本
を
紹
介
し

ま
す
。
中
里
介
山
は
明
治
18
年（
１
８
８
５

年
）に
神
奈
川
県
西
多
摩
郡
羽
村（
現
東
京

都
羽
村
市
）
生
ま
れ
の
作
家
で
す
。「
大
菩

薩
峠
」は
、
介
山
の
代
表
作
で
あ
り
、
世
界

的
な
長
編
小
説
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

◦『
大
菩
薩
峠
』　

中
里
介
山
／
著　

筑
摩

　

 

書
房

◦『
羽
村
市
郷
土
博
物
館
資
料
集
一　
中
里�

　

介
山　

人
と
作
品
』
羽
村
市
郷
土
博
物�

　

館
／
発
行

◦『
中
里
介
山
の
原
郷
』　
桜
沢
一
昭
／
著

◦『
多
摩
の
文
学
散
歩
』　

佐
々
木
和
子
／�

　

著　
（
介
山
だ
け
で
な
く
多
摩
に
ゆ
か
り�

　

の
あ
る
作
家
に
つ
い
て
多
数
の
記
述
あ
り
）

　

こ
の
他
に
も
羽
村
市
図
書
館
の
地
域
資

料
コ
ー
ナ
ー
に
は
介
山
に
関
す
る
資
料
を

多
数
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
読
書
に
最
適
な

こ
の
季
節
に
、
長
編
小
説
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

▲�図書館ウェブ
サイト

　QRコード

▲ �『多摩の文学散歩』
　『中里介山の原郷』

『大菩薩峠』
『中里介山　人と作品』

▲

【
問
合
せ
】

学
習
・
文
化
系
団
体
…
生
涯
学
習
総
務

課
生
涯
学
習
推
進
係（
内
線
363
）

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
系
団
体
…

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

☎
５
５
５-

０
０
３
３

社
会
教
育
関
係
団
体
の
登
録
制
度
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
！

登
録
で
き
る
団
体
は
…

◦�

構
成
員
が
５
人
以
上
（
そ
の
う
ち

７
割
以
上
が
羽
村
市
内
に
在
住
・

在
勤
で
あ
る
こ
と
）
で
、
継
続
的

に
学
習
・
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
る
団
体
。（
サ
ー
ク
ル

も
含
ま
れ
ま
す
。）

※�

次
の
事
項
に
該
当
す
る
団
体
の
登

録
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

◦�

営
利
目
的
の
活
動
や
政
治
・
宗
教

的
な
活
動
を
行
う
団
体

◦�

先
生
や
講
師
が
中
心
と
な
っ
て
活

動
し
て
い
る「
教
室
」や「
稽
古
ご
と
」

の
団
体

◦�

団
体
と
し
て
社
会
教
育
施
設（
ゆ

と
ろ
ぎ
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な

ど
）を
利
用
す
る
際
の
使
用
料
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

◦�

市
の
社
会
教
育
備
品（
展
示
パ
ネ

ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
）を
無

料
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦�

教
育
委
員
会
が
発
行
す
る「
団
体
・

サ
ー
ク
ル
ガ
イ
ド
」（
冊
子
と
市
公

式
サ
イ
ト
）に
団
体
の
情
報
を
掲

載
で
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
他
の

団
体
に
活
動
を

お
知
ら
せ
で
き

ま
す
。

羽
村
市
社
会
教
育
関
係

団
体
に
登
録
す
る
と
…

　

市
で
は
、
社
会
教
育
活
動
（
学
習
・

文
化
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
な
ど
）
を
行
う
団
体
・
サ

ー
ク
ル
を
支
援
す
る
た
め
に
「
社
会
教

育
関
係
団
体
の
登
録
制
度
」
を
設
け
て

い
ま
す
。

　
羽
村
市
社
会
教
育
関
係
団
体
登
録
の

メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て
活
動
し
ま
し
ょ

う
！

　
登
録
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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�
�

〇�

３
密
の
回
避
、
正
し
い
手
洗
い
、
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト（
マ
ス
ク
の
着
用
）の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★�

マ
ス
ク
は
鼻
と
口
を
覆
う
こ
と
で
咳

や
く
し
ゃ
み
の
飛
沫
の
飛
散
を
防
ぎ
、

ウ
イ
ル
ス
等
を
人
に
感
染
さ
せ
る
リ

ス
ク
を
減
ら
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

★�

一
般
的
な
マ
ス
ク
で
は
不
織
布
マ
ス

ク
が
感
染
防
止
対
策
の
効
果
が
高
い

と
言
わ
れ
て
ま
す
。（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
学
校
運
営
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
ｖ
ｅ
ｒ
·
４

～
東
京
都
教
育
委
員
会
作
成
～
）

〇�

確
実
に
毎
朝
の
検
温
を
含
む
健
康
観

察
を
行
い
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
場

合
は
家
庭
で
休
養
し
、
医
療
機
関
に

相
談
を
し
て
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

★�

欠
席
等
連
絡
の
際
は
、
発
熱
、
倦
怠
感
、

息
苦
し
さ
等
の
症
状
も
学
校
に
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

★�

同
居
の
ご
家
族
に
何
ら
か
の
症
状
が

見
ら
れ
る
場
合
や
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
受
け
ら
れ
る

場
合
は
、
お
子
さ
ま
も

無
理
を
せ
ず
、
休
養
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

お
子
さ
ま
が
小
・
中
学
校
へ

通
う
保
護
者
の
方
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
対
策

に
関
わ
る
お
願
い

【
問
合
せ
】学
校
教
育
課
指
導
係（
内
線
376
）

　

羽
村
西
小
学
校
で
は
、
令
和
３

年
４
月
に
配
備
さ
れ
た
１
人
１
台

端
末
を
活
用
し
た
「
特
色
あ
る
教

育
活
動
」
の
一
環
と
し
て
、
外
国

に
い
る
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方

と
ラ
イ
ブ
映
像
を
つ
な
ぎ
、
文
化

や
言
語
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

る
「
Ｍ
ｉ
ｍ
ｍ
ｙ
（
ミ
ミ
―
）
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
外
国
語
活
動
）」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
民
間
企
業
と
連
携
し
た
事

業
は
、
外
国
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
と
羽
村
西
小
学
校
の
教
室

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
、
モ
ニ

タ
ー
の
向
こ
う
は
別
世
界
と
い
っ

た
ラ
イ
ブ
感
覚
の
あ
る
学
習
と

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
国

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
参
加
し

て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、
毎

回
、
刺
激
的
で
ワ
ク
ワ
ク
と
し
た

学
習
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
４
年
生
が
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
さ
ん
か

ら
現
地
の
文
房
具
に
つ
い
て
、
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、

「
も
の
さ
し
の
長
さ
は
何
セ
ン
チ

で
す
か
？
」

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
分
度
器
は

あ
り
ま
す
か
？
」

と
積
極
的
に
質
問
し
た
り
、
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
聞
か
れ
た
こ
と

に
、
英
語
で
答
え
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
国
際
理
解
教
育
の
推
進
が

図
ら
れ
る
楽
し
い
学
習
の
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

特
色
あ
る
教
育
活
動
に
つ
い
て

を
活
用
し
た

１
人
１
台
端
末

〜
学
校
内
で
の
新
た
な
試
み
〜

学
校
の
活
動
報
告

　

羽
村
第
一
中
学
校
の

校
内
リ
モ
ー
ト
集
会
の

様
子
で
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
為
、
始
業
式
、

終
業
式
、

全
校
集
会

等
は
、
密

を
避
け
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
を
活
用

し
、
リ
モ

ー
ト
で
行

わ
れ
ま
し

た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用

が
進
む
中
で
、
工
夫
し

た
学
校
の
取
組
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】生
涯
学
習
総
務
課
総
務
係（
内
線
354
）

【
問
合
せ
】学
校
教
育
課（
内
線
378
）

▲�教室で校長講話を聞く生徒

▲�できるだけ密を避け、体育館で
講話を聞く学年もあります

▲�校長先生のお話は、放送室の
ビデオカメラから各教室へ映
像を届けます
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教教  

育育  

随随  

想想

桜
沢
　
修

教
育
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
社
会
経
済
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
、

教
育
分
野
に
お
い
て
も
、
令
和
二
年
三
月
か
ら
三
か
月
に
渡
る
学
校
の
臨
時

休
業
、
六
月
か
ら
の
分
散
登
校
、
学
校
行
事
の
延
期
や
中
止
、
規
模
の
縮
小
、

日
々
の
生
活
の
行
動
制
限
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
も
と
よ
り
、
教
職
員
に
も

大
き
な
影
響
が
あ
り
、
一
年
半
経
っ
て
も
そ
の
影
響
は
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
続

い
て
い
ま
す
。

　

教
育
施
設
の
運
営
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

開
館
時
間
の
変
更
や
収
容
定
員
の
制
限
、
感
染
症
対
策
の
励
行
な
ど
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で
も
、
一
挙
に
感
染
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
感
染
状
況
を
見
な
が
ら
今
後
も
対
策
は
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
長
い
制
約
の
中
で
、
辛
さ
や
イ
ラ
イ
ラ
な
ど
を
感
じ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
教
育
の
力
が
問
わ
れ
ま

す
。
学
校
で
は
、
児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
指
導
に
あ
た
る
と

と
も
に
、
相
手
を
思
い
や
る
心
や
自
分
を
大
切
に
す
る
心
の
大
切
さ
を
教
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
私
た
ち
大
人
に
と
っ
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

現
在
、〝
人
と
つ
な
が
る 

豊
か
な
心
を
育
む 

未
来
に
ひ
ろ
が
る 

は
む
ら

の
学
び
〟
を
、
羽
村
市
が
目
指
す
生
涯
学
習
の
姿
と
し
て
、「
第
二
次
生
涯

学
習
基
本
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
優
し
く
元
気
で

夢
や
希
望
に
溢
れ
、
未
来
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い
け
る
、
そ
ん
な
生
涯
学
習

社
会
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

　

羽
村
第
二
中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
（
洋

式
化
）
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
二
か
年

に
わ
た
り
東
系
統
と
西
系
統
を
整
備
し
、

全
面
的
に
明
る
く
き
れ
い
な
ト
イ
レ
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
手
洗
い
環
境
も
自
動

水
栓
と
な
り
、
非
接
触
で
よ
り
衛
生
的
に

な
り
ま
し
た
。
児
童
・
生
徒
が
安
全
で
快

適
な
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
教
育
環

境
の
向
上
を
図
り
、
ト
イ
レ
環
境
の
整
備

を
順
次
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
内
小
・
中
学
校
の

ト
イ
レ
環
境
整
備
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】

生
涯
学
習
総
務
課
総
務
係（
内
線
354
）

【
問
合
せ
】

生
涯
学
習
総
務
課
総
務
係（
内
線
354
）

�
　

教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
と
福
生
消
防

署
が
連
携
し
た
救
急
救
命
に
関
す
る
体
験

的
な
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
令
和
３
年
９

月
３
日
に
東
京
消
防
庁
よ
り
感
謝
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
防
災
教
育
の
推
進
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

東
京
消
防
庁
よ
り
感
謝
状
を

受
け
取
り
ま
し
た

7 はむらの教育　3.11.1



羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、市の文化を推進していくための団体です。

教育相談室
適応指導教室
ハーモニースクール・はむら

I N FORMAT ION 羽村市役所（代表）Tel 555-1111

羽
村
市
文
化
協
会ＴＥ

Ｌ 

５
７
９
ー
２
７
７
２

■�

第
85
回
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　
「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
ピ
ア
ノ
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
サ
ー
ト
」

出�

演
：
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
：
武
田
杏
佳　
　
ピ
ア
ノ
：
若
栄
綾
音

　
　
　

�

東
京
学
芸
大
学
Ｂ
類
音
楽
科
に
在
学
中
の
二
人
の
若
い
演
奏
家
を
お
招

き
し
て
、深
ま
る
秋
と
共
に
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
ピ
ア
ノ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

演�

奏
：
ラ
イ
ネ
ッ
ケ
作
曲　
ソ
ナ
タ
作
品
167　
「
ウ
ン
デ
ィ
ー
ネ
」

　
　
　

�

シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲　
幻
想
小
曲
集
作
品
73　
ほ
か 

日
時
：
11
月
23
日（
火
・
祝
）14
時
～
14
時
45
分（
開
場
13
時
30
分
）

場
所
：
ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル（
先
着　
定
員
110
人
）

主
催
：
羽
村
市
文
化
協
会

共
催
：
羽
村
市
教
育
委
員
会
・
羽
村
市
音
楽
連
盟

■
ゆ
と
ろ
ぎ
で
お
正
月
を
遊
ぼ
う
！　

日
時
：
令
和
４
年
１
月
９
日
㈰
11
時
～
14
時

場
所
：
ゆ
と
ろ
ぎ
ホ
ワ
イ
エ
、交
流
ひ
ろ
ば

　
　
　

�

書
き
初
め
、初
い
け
、初
釜
、コ
マ
回
し
、羽
根
つ
き
な
ど

主
催
：
羽
村
市
教
育
委
員
会　
協
力
：
羽
村
市
文
化
協
会

■�
第
86
回【
邦
楽
】サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　
２
０
２
２
年「
新
春
を
寿
ぐ
」

　
祝
吟
・
書
道
吟
、か
っ
ぽ
れ
、南
京
玉
す
だ
れ

　

�

詩
吟
サ
ー
ク
ル
西
吟
会
、書
／
田
村
好
、羽
村
か
っ
ぽ
れ
さ
く
ら
会
、南
京
玉

す
だ
れ
仙
の
会

日
時
：
令
和
４
年
１
月
９
日
㈰
正
午
～
13
時（
開
場
11
時
30
分
）

場
所
：
ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル（
先
着　
定
員
110
人
）

主
催
：
羽
村
市
文
化
協
会　
共
催
：
羽
村
市
教
育
委
員
会
・
羽
村
市
音
楽
連
盟

※
マ
ス
ク
着
用
、検
温
、手
指
消
毒
、受
付
記
帳
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

※�

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
中
止
、延
期
、変
更
等
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

�

【問合せ】学校教育課指導係（内線376）

　中学校の社会（歴史的分野）の教科書については、新たに文部科学省の検定に合格した教科書があ
り、採択替えを行うことも可能となりました。そこで、令和３年８月１７日の教育委員会定例会に
て審議した結果、これまで通り、以下の教科用図書を継続して使用することとなりましたので、お
知らせします。

令和４年度から使用する中学校教科用図書

中学校教科書採択一覧

教科名 発行者名 教科書名

社会（歴史） 株式会社帝国書院 社会科　中学生の歴史
日本の歩みと世界の動き

の採択結果について社会（歴史的分野）
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